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１．研究計画の概要 
ATP合成酵素（FoF1）は、H+の流れで駆動する
Foモーターと、ATPで駆動するF1モーターが、
共通の回転シャフト（c10-γε）を持つことによ
って、H+の流れでATPを合成する。この基盤研
究（S）では、FoF1およびFoモーターの原子構
造の解明、回転の分子的な理解、FoF1による
ATPの合成と分解の制御、を追究する。 
 
２．研究の進捗状況 
結晶構造解析のサンプルとしては、回転子の
向きを完全にそろえた ATP 合成酵素を調製
する必要があるので、回転子の c10-リング、
固定子の Foa、回転子のεサブユニットとγサ
ブユニットをすべて 1本のポリペプチドとし
て融合した(c10-a-ε-γ) FoF1 を作製した。その
他にもさまざまな融合 FoF1を作製した。また、
膜外部分の特異抗体を作製した。結晶化に好
適な界面活性剤の種類と条件を徹底的に検
討した。このような準備が整い、結晶化条件
の探索にとりかかった。現在、FoF1および Fo

の擬結晶を生じる条件が見つかっている F1

モーターのドライブユニットである３個の
βサブユニットのうち一つを 1%の活性のも
のに置き換えたキメラを作製し、その回転挙
動から１つのβが 360度のどこで回転に寄与
するか、解明した（文献２）。同様の方法で
一つのβに蛍光色素を固定して回転に伴う
偏光面の遷移を１分子で観察して、回転に伴
うβの構造変化をリアルタイムで検出した
（文献１）。FoF1 の制御サブユニットεに
ATPが結合した構造をNMRおよび結晶解析
で決定した(文献３)。 
 
３．現在までの達成度 

○2おおむね順調に進展している。 
(理由) F1 モーターの機能解析は期待通りに
進行した。制御サブユニットεの構造解析は
得心のいく成果と言える。ただし、結晶解析
は本当の勝負はこれからである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、ほぼ全力を結晶解析に集中する。 
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